
総合計画の看板となる「まちづくりの合言葉（将来都市像）」を考えました！ 
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４月 26 日（月）高浜市役所にて６回目の市民会議を開催しました。参加者は 10３人でした。 

この日のテーマは「第 6 次総合計画の『将来都市像』を考えよう」。

『将来都市像』とは、高浜市がこれから 10 年先を見据えたまちづくりの大目標、これからこんなま

ちづくりをしていくんだという、総合計画の「看板」にあたります。この将来都市像という「看板」を

掲げて、さらに各分野の基本目標、個別目標を立て、これから約 10 年かけて様々な方策に取り組んで

いきます。 

中川幾郎先生（総合計画審議会会長）より合言葉を考えるヒントを提示していただいた後、誰もが「高

浜市のまちづくりの合言葉はこう」とわかりやすく親しみが持てるような言葉、そして「これぞ高浜ら

しいまちづくりの合言葉」といった高浜らしさが表現される言葉を、傍聴の方も含めた出席者全員で考

えました。周りの方と意見交換タイムではお互いの合言葉を見て「おっ！それいいね～」「そういう視

点で、きたか！」などという声があちこちから聞こえてきました。 

何人かの方に考えた合言葉を発表していただき、再度中川先生のコメント・アドバイスを経てそれぞ

れの「まちづくりの合言葉」を提出。提案していただいた 110 件の「合言葉」の中から、次回第７回

の市民会議（5/31）で投票して将来都市像を決めていきます。 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新しい総合計画では、 
市民の皆さんと行政が力を合わせて
役割分担しながら高浜市を 
作っていくことが 
大きな特徴なんだよ！ 

 

高浜市の未来を描く市民会議 

ニュースレター ２０１０．5．31（月） ＶＯＬ.６ 

将来都市像 

第１次総合計画（1972 年度～1985 年度） 「明るく豊かな住みよい都市」 

第２次総合計画（1977 年度～1981 年度）  第 1 次総合計画の中期計画（修正版）で基本構想はそのまま 

第３次総合計画（1982 年度～1990 年度） 「産業の栄える心豊かな躍進文化都市」 

第４次総合計画（1990 年度～2000 年度） 「はばたけ 21 世紀へ 住みたくなるまち 高浜」 

第５次総合計画（2001 年度～2010 年度） 「夢・きらきら・やすらぎのまち 高浜」 

第６次総合計画（2011 年度～2021 年度） 「○○○○○○○○○○○○○○」 
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将来都市像の下
に基本目標を、そ
の下に個別目標
を約 30 項目掲
げる予定です！

只今みなさんと検討中！ 

【これまでの将来都市像】 

 

『将来都市像』って 
「看板」や「まちづくりの
合言葉」っていうと分かり
やすいね！ 

 

 反映しているね

目標（目指したい
姿）も時代を 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                       

                      

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大家族 
笑顔 支え合い 

お！ 
輝く 高浜らしさを… 

『つながり』っていいね！ 

高浜らしさを出したいね！ 

 

なるほど！ 

この言葉が大事だね！ 

【【中中川川幾幾郎郎先先生生（（総総合合計計画画審審議議会会会会長長））かかららののアアドドババイイスス】】  
  
◆  “高浜らしい”が一番大事だが、「らしい」とは何なのか。 
◆ まちづくりの合言葉を考える上で３つの観点が大切①どういう方向に向かって進んでいきたいのかという

「方向性」「夢」「ビジョン」、②「方向性」「夢」「ビジョン」を実現するための「つながり」「内部資源」、
③外から見た時に高浜市がどう見られているかという「外部評価」 

◆ 夢のないところに発展はない。資源がないと言っているだけでは“ないものねだり”になってしまう。そう
いう地域は、やがて衰退していく。 

◆ 最大多数で意見を集めると、ありふれた無個性なものになる。何か１つ「夢」を絞り込むと、シャープでい
いキャッチコピーになる。 

◆ 「大家族たかはま」というキャッチコピーはとても良い。こういう言葉が言える地域は他にないと思う。
「家族」という言葉に抵抗がある人もいるようだが、「家族」というのは同質性を意味するわけではない。子
どもを守り、みんなで支え合う様子が分かる。「遠くの親戚より、近くの他人」という意味で考えれば良い。

◆ 方向性は出来たように思う。 
◆ 合言葉の発表で多く出てきた「ふれあう」「にぎわう」「支え合う」は、「ネットワーク」。高浜の人口が多く

ないことは強みになる。濃いネットワークをつくることができる。 
◆ 合言葉は、語呂がよく、リズミカルなものに絞り込むといい。「5･7･5」や「8･6･8」に近いものにすると、

口にしやすく、耳に残りやすい。 

【編集後記】皆さんに記入していただいた「合言葉」を集計しました。短い言葉に込められた志

や想いが一枚一枚から伝わってくるようです。最近は皆さんの字を見てお顔が浮かぶようになり

ました。それだけ皆さんが会議に足を運んでくださっているということですね。地域やまちづく

りについて真剣に取り組んでいる人が、こんなにたくさんいらっしゃるという“人財”と人の和

（輪）こそが高浜市の最大の魅力ではないでしょうか。いよいよ総合計画の看板にあたる将来都

市像を決め、市民会議に参画している方以外のみなさんにも関心を持ってもらえる、わかりやす

い総合計画の完成に向かって「想い」を「形」にしていく作業が進んでいきます。（Ｋ．Ｋ） 

 

  


